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月刊「あったかいご通信」を発行する土地活用研究会は、地域密着の建設会社が福祉施設の開

業をサポートする全国50社の国内最大級のネットワークです。毎月、業界の最新情報や成功

事例をお届けします。業界全般の最新情報や経営のコツ、利用者募集や人材マネジメントなど

リクエストも大歓迎です！
※記事引用 ・厚生労働省 ・国土交通省・㈱官公通信社・高齢者住宅新聞社・福祉新聞・日本経済新聞 他

就労継続支援Ａ、Ｂ型に目標値
厚労省が障害福祉計画で指針

厚生労働省は２０２１年度から３年間の
障害福祉の基本指針をまとめた。

障害福祉サービスの就労継続支援Ａ型、
同Ｂ型の利用を経て一般就労に移る人の
数に目標値を設ける。また、２３年度ま
でにＡ型は１９年度実績の１・２６倍以
上、Ｂ型は１・２３倍以上とする方針だ。
都道府県・市町村はこの指針に沿って第
６期障害福祉計画、第２期障害児福祉計
画を２０年度中に作る。

Ａ型は障害者が事業所と雇用契約を結び、
Ｂ型は結ばない。いずれも一般就労の難
しい人が福祉サービスを受けながら働く
訓練をする。厚労省は近年、事業所で働
く障害者の賃金・工賃引き上げを促して
いる。 今後は、一般就労につながる人
を増やしたい考えだが、審議会の委員か
らは目標値を設定することに慎重な意見
もあった。目標値を設けると、一般就労
の見込める人がＡ型、Ｂ型に通い、見込
みの薄い人は通いにくくなることが懸念
されるからだ。

１９年７月現在、Ａ型のサービス利用者
は約７・１万人、Ｂ型は約２６・３万人。
１８年度の事業所数はＡ型が３５５４カ
所、Ｂ型が１万１７５０カ所。障害福祉
サービス全体に占める割合は大きく、指
針の見直しによる影響も大きくなる見通
しだ。

このほか、精神科病院から退院した人の
暮らしの定着に着目した目標値も設ける。
退院後１年間のうち、再入院した期間を
除いた日数の平均を「３１６日以上」と
する目標を設定した。この日数が長いほ
ど、地域生活を定着させる体制が整って
いるとみなす。

障害児については、難聴児支援に関連し、
児童発達支援センターなどを活用した中
核的な相談支援体制を築くことを目標と
する。医療、教育、福祉について、どこ
でどんな支援が得られるか情報が分散す
る現状を改める。

障害福祉計画、障害児福祉計画はサービ
スの基盤整備を計画的に進めるため、３
年ごとに作られている。厚労省の定める
指針は、作成にあたる際の基本理念や、
サービス確保の目標値を盛り込んでいる。

今回の指針には、基本理念に「障害福祉
人材の確保」「障害者の社会参加を支え
る取り組み」を追加する予定になってい
る。
「障害者による文化芸術活動」、政府が
提唱する「地域共生社会」についても、
各地での取り組みを促すことにしている。
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